
項 ⽬ 内 容

名称 ゲンチアナ [英]Great yellow gentian [学名]Gentiana lutea L.

概要 ゲンチアナの根は⾮常に苦味があり、この苦味は10,000倍以上に薄めても消失しな

いほど強烈である。この苦味配糖体を主成分とし、消化促進や強

壮の作⽤があると考えられている。

法規・制度 ■⾷薬区分

・根、根茎︓「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」に該当する。

・花︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材

料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅

・ゲンチアナが収載されている。



■⾷品添加物

・既存添加物

ゲンチアナ抽出物︓苦味料等

■海外情報

・⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・根・根茎には苦味配糖体であるセコイリドイド型苦味配糖体アマロゲンチン

(gentiamarin、gentiopicrin、amarogentin) 、スウェルチアマリン

(swertiamarin) 、ゲンチオピクロシド (gentiopicrocide) やアルカロイド [ゲンチ

アニン (gentianine) 、ゲンチアルチン (gentiarutine) ] 、キサントン系⻩⾊⾊素

であるgentisin、トリテルペン、糖類、精油が含まれる。gentisin、isogentisinは

変異原性があるとされる。

・薬⽤部分は根と根茎 (ゲンチアナ根) 。根と根茎は若⼲発酵させて乾燥する。質は

柔軟で破損しやすい。ヨーロッパ、⼩アジアに分布。多年草で⾼さ1〜2 m。花期は

7〜8⽉。

分析法 ・アマロゲンチン (amarogentin) 、ゲンチオピクロシド (gentiopicroside) 、キサ

ントングリコシド類が紫外可視検出器 (検出波⻑254 nm) を装着したHPLCにより

分析されている (101) 。

・gentisin、isogentisinが紫外可視検出器 (検出波⻑254 nm) を装着したHPLCに

より分析されている (102) 。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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